
令和６年度 全国ビジネス文書教育研究協議会 報告 
 

開催日：令和７年２月８日（土） 

会 場：全商会館３階 中会議室 

    Ｃｉｓｃｏ Ｗｅｂｅｘを利用したＷｅｂ会議 

 

【検定関係】 

●ビジネス文書部門（筆記） 

・常用漢字表付表からの出題、手引きをもとに指導行うこと。 

 

●ビジネス文書部門（実技） 

・１級では手書き入力の操作を問う箇所を設けている。 

・３級の表については問題どおりに作成する。手引のＰ．６４の作表エラーにあるとおり、

模範解答と異なる場合はエラーとする。ただし、縦罫線については左右半角１文字分のず

れはエラーとしない。 

 

●速度部門 

・厳正な審査の観点から総字数があきらかに合格の字数に届いていない答案に関してもすべて

審査を行う。 

・同一熟語は、１００字に一度の割合を限度として出るように作問している。正しく問題を

読み取り、語の選択ができるにする 

・ユニバーサルデザインの視点から手書き風フォントを３級と同じ明朝体にしては、どうかと

いう意見については、現行とおりとする。（手書き風フォントは、課題検討委員会の答申

を受けて令和４年度より変更） 

・ＩＣＴを小文字の半角で入力した場合、何エラーになるか。（第７３回２級速度部門出題）

３エラーとなる。大文字と小文字は区別をするので大文字のＩＣＴを小文字のｉｃｔと入

力すると３文字分のエラー、次に全角・半角について問題文どおりに正しく入力されてい

ない文字については半角エラーを取らない。問題文は、大文字のＩＣＴであり、小文字の

ｉｃｔではないため半角エラーはとらない。よって３エラーとなる。 

 

 

【検定運営・競技大会等】 

 

●検定運営 

・実技試験において、一人一台端末導入により、ChromeOSやiOSなどで受験できる環境およ

びＡＩや自動採点、ＣＢＴを導入していくことの見通しについて、速度部門のＣＢＴ化

を検討していく際に、合わせて検討課題とする。 

・提供される印刷用紙に、ビジネス文書部門の実技についてＡ～Ｔまでの採点チェック場所

が、印刷用紙の印刷範囲の外側にあると採点しやすいという意見については、今後の検討

課題とする。 

・１級の筆記試験の時間や持ち物など、学校裁量でカスタマイズについては厳正な検定の実

施という観点から現行のままで行う。 

 

 



●Ｗｅｂシステムについて 

（検定実施校から意見） 

ａ．部門ごとで受験番号が変わるのは煩雑なので、統一してほしいです。 

ｂ．申込確認票のように、合格発表用の個票が出力できるシステムか、結果を日本語表示で

抽出して、差込データとして利用できるシステムがあると事務処理が楽でありがたい。 

ｃ．過去合格情報の紐づけについても判定処理に時間がかかるため、結局手動で過去取得欄

にチェックを入れるしかなく不便です。成績結果の表示もＨＴＭＬ形式ではなく、ＣＳ

Ｖなどに出力できるようにしていただきたいです。合格発表用に受験番号順やクラスご

とに並べ替えるなど自分でExcelに貼り付けて編集する必要があるので不便です。 

ｄ．受験申込確認用紙や受験票が、生徒ＩＤ１人に対して１枚発行になると助かります。す

べてを印刷すると紙が無駄になるため。 

ｅ．受験票について、複数級を同時受験する生徒の場合、１枚の受験票にすべての受験番号

が載っているため、受験番号の書き間違いが発生をするケースがあった。受験級ごとに

１枚の受験票になるとこれが防げるのではと思います。 

ｆ．成績入力画面について、受験番号でのソート機能が部門ごとでないと機能しないように

なっているが、すべての部門を選択した場合でもソート機能が働くようにシステムを改

修できないでしょうか。 

ｇ．成績の欠席欄に「〇」の記号は、合否の「〇」と間違える可能性がありますので、「※」

などの記号や「欠」と表示した方が分かりやすいかと思います。 

ｈ．①受験申込確認用紙と受験票は、級ごとに出力してほしい。現行の片方の部門ごとの印

刷だと両方の受験者に２枚発行され、二つの級受験者には４枚となり、配布時から混乱

した。②成績入力用ＣＳＶ出力の時点で、過去合格の紐づけをしてほしい。判定処理後

ではなく、入力時に級合格が分かる方がよい。 

（全商）今後、マニュアルの作成や出力形式の修正等の際に参考とします。 

 

●ビジネス文書指導者講習会について 

令和７年度は実施しない。 

 

●令和７年度 第７２回全国高等学校ワープロ競技大会について 

来年度の変更点 

１．大会前日の受付時間変更 

受付時間を１時間程度遅らせるため練習時間が短縮される。(※具体的な時間について

は大会要項で確認) 

２．競技に使用している机サイズの変更 

 

現行サイズ（令和６年度） 

団体(W)1,500×(D)750×(H)700mm 

個人(W)1,200×(D)750×(H)700mm → 
来年度より（令和７年度） 

団体と個人ともに 

(W)1,500×(D)600×(H) 700mm 

 

●速度部門のＣＢＴ化に向けた検討について 

速度部門の実施に向け検討を開始、来年度の研究協議会で、詳細を発表。 

 

 

 

 



●筆記出題について 

 

「手引」について 

来年度に向けた改訂はない。引き続き「手引」第４版－２を利用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査基準も掲
載されている
ので、生徒へ
の配布は禁止 

こちらは、一
人一台端末に
配布可能 



 

大問５のビジネス文書に関する質問の所の枠が狭くなってしまう、余裕がなくなる。大問１・

２と同じように、用語を３列に並べる形で出題する予定がある。毎回必ずそうなるとは限らな

い。スペースの都合上３列に並ぶ形式になる場合がある。プレゼンテーションの問題に変更が

あるのではない。 

 

 

 
 

 
 

 

例示見本がない状態でも用語
の出題として問題内容がわか
るものは、見本を示さず、問
題文だけ表す場合がある。 

例示見本がないと問題内容が
わかりにくいというものは、
現行どおり見本を示した出題
とする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

示した図の中に選択肢を設
け、出題する場合がある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Ｃｔｒｌ＋」と組み合わせ
るキーのみを選択肢と示す場
合がある。 

筆記の問題は、「適切である」ものを選びなさいという肯定表現を基本形式として出題を
しているため、「適切でない」ものを選びなさいという否定表現で出題する場合は、「適
切でない」の文字をゴシック体と下線で強調して出題を行う。 



●実技審査について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追記される 

追記される 



 

 

 

 

ワープロ競技会のように、各自がプ
リンタに用紙をはさんで印刷を行う
ことを想定して表記されている。検
定では現実的に各ＰＣ教室で一斉印
刷が大半となっていると考えられ
る。表記について検討を重ねたが表
記の変更はせず、生徒の不利になら
ないように配慮し、明らかに本人に
よるミスでない場合は、エラーとし
ない。 

審査表をなるべくスッキリさ
せるため。１～３級まで、こ
の表記になる。 


